
軽
常
の
散
歩
道

川
中
経
営
所
長
　
川
　
中
　
清
　
司

▼
川
中
経
営
の
職
員
の
中
に
、
今
年

の
亥
（
い
）
と
し
の
女
性
が
三
人
い

る
。ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
国
体
選
手
だ
っ

た
辻
と
し
み
、
三
月
の
ひ
な
人
形
の

顔
そ
っ
く
り
の
水
島
道
江
、
対
応
が

明
る
く
笑
顔
の
よ
い
清
水
よ
し
美
。

い
ず
れ
も
二
十
三
才
の
娘
ざ
か
り
。

一
つ
の
家
に
同
じ
干
支
　
（
え
と
）

が
そ
ろ
う
年
は
良
い
こ
と
が
あ
る
と

い
う
。
大
い
に
あ
や
か
り
た
い
。

▼
彼
女
ら
に
は
次
の
共
通
点
が
あ
る
。

・
分
担
企
業
の
計
理
や
税
金
の
事
務

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
手
ぎ
わ
よ
く
さ

ば
く
。

・
マ
イ
カ
ー
で
通
勤
し
白
口
由
に
走
り

回
る
。
・
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
が
好
き
で
性
格

が
明
る
く
行
動
が
軽
や
か
。

・
独
身
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
が
固

執
せ
ず
、
結
婚
に
も
前
む
き
。

大
帝
ヨ
が
降
っ
て
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
で
、

ス
キ
ー
が
で
－
き
る
と
は
し
ゃ
い
で
い

る
。こ
う
し
た
O
L
の
姿
か
ら
は
、
そ

の
消
費
支
出
が
景
気
の
良
し
悪
し
に

左
右
さ
れ
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

▼
と
こ
ろ
で
近
年
の
大
型
店
の
売
上

は
振
わ
な
い
。

十
日
貨
店
の
売
上
を
み
る
と
、
九
一

年
は
前
年
比
で
プ
ラ
ス
三
・
八
％
だ
っ

た
が
、
不
況
と
同
時
に
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
、
九
二
年
は
△
三
％
、
九
三
年

△
六
・
二
％
、
九
四
年
△
二
・
六
％

と
な
っ
て
い
る
。

不
況
で
残
業
手
当
な
ど
が
減
り
、

世
帯
持
ち
の
消
費
支
出
が
慎
重
に
な

り
、
企
業
の
贈
答
品
や
高
額
品
が
減
っ

た
の
が
原
因
。

▼
企
業
の
3
Ⅹ
経
費
は
景
気
の
良
し

悪
し
に
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
。

交
際
費
・
交
通
費
・
広
告
費
の
3

K
経
費
の
い
ず
れ
も
、
不
況
時
に
は

ダ
ウ
ン
す
る
。

交
際
費
＝
バ
ブ
ル
期
に
は
高
級
料

亭
や
バ
I
も
盛
況
で
、
商
取
引
の
拡

大
に
伴
っ
て
毎
年
一
〇
％
以
上
も
増

え
つ
づ
け
、
九
〇
年
に
は
五
兆
六
千

億
円
に
ふ
く
ら
ん
だ
。
し
か
し
、
九

二
年
以
後
は
不
況
で
減
っ
て
い
る
。

国
税
庁
の
調
査
で
は
、
九
四
年
六

月
ま
で
の
一
年
間
に
調
査
し
た
五
〇

七
社
か
ら
見
つ
か
っ
た
　
「
使
途
不
明

金
」
は
五
三
〇
億
円
で
、
前
年
よ
り

一
〇
・
九
％
も
減
っ
た
。

出
張
旅
費
な
ど
も
回
数
を
へ
ら
し

新
幹
線
も
グ
リ
ー
ン
か
ら
普
口
通
に
下

げ
る
。
飛
行
機
も
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス

か
ら
エ
コ
ノ
、
、
、
－
ク
ラ
ス
に
落
と
す
。

ハ
イ
ヤ
ー
会
社
の
企
業
利
用
が
大

き
く
減
り
、
売
上
は
ひ
と
頃
の
半
分

以
下
と
な
っ
た
。

▼
好
況
の
と
き
に
は
新
聞
折
り
込
み

の
畳
も
増
え
、
T
V
の
広
告
料
金
も

値
上
が
り
す
る
。

広
告
費
は
八
〇
年
代
後
半
に
は
毎

年
一
五
％
の
上
昇
を
み
せ
、
九
一
年

に
は
六
兆
円
に
達
し
た
。

し
か
し
Ⅶ
T
成
不
況
で
不
動
産
の
広

出
口
や
求
人
募
集
も
め
っ
き
り
減
っ
た
。

大
手
二
社
（
電
通
・
博
報
堂
）
　
の

広
告
取
扱
い
高
で
み
る
と
、
九
〇
年

第
八
十
一
回

景
　
気
　
の
　
渡
そ
の
3

に
一
兆
八
五
四
七
億
円
あ
っ
た
が
、

九
二
年
で
一
兆
七
一
四
二
億
円
、
九

三
年
で
は
一
兆
六
四
七
三
億
円
と
次

第
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
。

▼
自
動
車
の
新
車
の
登
録
台
数
は
、

九
〇
年
九
月
か
ら
前
年
同
月
比
で
マ

イ
ナ
ス
に
変
わ
っ
た
。

九
〇
年
は
五
〇
九
万
台
で
あ
っ
た

が
、
九
一
年
は
四
八
〇
万
台
、
九
二

年
は
四
四
〇
万
台
、
さ
ら
に
九
三
年

は
四
一
五
万
台
と
次
第
に
減
っ
て
き

て
い
る
。
か
つ
て
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
や
円
高
不
況
の
と
き
に
も
な
か
っ

た
現
象
だ
。

し
か
し
耐
久
消
費
財
に
は
三
－
四

年
の
波
が
あ
る
。
不
況
で
我
慢
し
て

い
た
自
動
車
や
家
庭
電
化
品
も
今
年

あ
た
り
が
買
い
換
え
の
時
期
に
き
て

い
る
。

▼
景
気
と
人
間
の
心
理
も
深
い
つ
な

が
り
が
あ
る
。

放
火
に
よ
る
火
災
も
景
気
と
関
係

が
あ
り
、
不
景
気
に
な
る
と
増
え
る

ら
し
い
。

東
京
消
防
庁
の
管
内
で
発
生
し
た

放
火
の
火
災
件
数
は
、
九
三
年
に
は

二
六
四
五
件
で
過
去
最
高
と
な
り
、

平
成
不
況
の
深
さ
と
比
例
し
て
い
る
。

さ
く
ら
証
券
の
宅
森
昭
吉
氏
の
調

べ
で
は
「
九
四
年
の
秋
に
入
っ
て
件

数
が
減
り
、
景
気
の
下
げ
ど
ま
り
と

符
合
し
て
い
る
と
い
う
。

▼
不
況
に
も
め
げ
ず
日
本
専
門
店
会

連
盟
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
売
上
は
伸
び
て

い
る
。
九
三
年
度
の
総
取
扱
高
は
四
九
六

八
億
円
に
達
し
、
対
前
年
比
で
九
一

年
が
八
％
、
九
二
年
が
一
〇
％
、
九

三
年
が
二
％
の
毎
年
増
と
な
っ
た
。

全
体
の
五
一
％
は
北
海
道
で
売
り
、

東
北
ニ
ー
％
、
九
州
一
五
％
で
、
い

ず
れ
も
地
域
住
民
の
買
物
支
持
率
が

高
い
。
た
と
え
ば
北
海
道
で
は
、
日

専
連
の
加
盟
店
が
八
〇
％
を
占
め
る

市
も
あ
り
、
東
北
で
は
市
民
マ
ラ
ソ

ン
大
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
住

民
に
密
着
し
た
活
動
が
信
頼
を
築
き
、

売
上
の
伸
び
を
支
え
て
い
る
。


